
  

  

  

  

  

  

  

  

   

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

初の十八才成人です。 

これからもエールを送ります！ 
3月 5日に鎌倉児童ホームの卒園式が行われました。 

今年は 4名の子ども達が鎌倉児童ホームから旅立ちます。 

コロナ流行時に高校生となった子ども達は思うように学校生活を送れず悲しい経験をしてきました。 

施設での生活も同様に、感染防止対策をせざる得ない状況となり鎌倉児童ホームの行事も、 

卒園生にとっては最後の年でしたが＇中止または縮小＇を余儀なくされました。 

今まで、たくさんの我慢を強いられた子ども達のため 

「卒園式は本来に近い形で行いたい・・・。」  

卒園生・在園生・職員、皆が強く願っていた事もあり 

2 年振りに対面式で卒園式を行う事が出来ました！ 

卒園生からのメッセージでは、 

それぞれが鎌倉児童ホームでの生活を振り返り 

楽しかったこと・嬉しかったこと・辛かったこと・苦しかったことを 

涙ながらに伝えてくれていました。 

自分の気持ちを言葉にし、大勢の前で立派に話す姿はとても頼もしく見えました。 

最後に、、、 

「鎌倉児童ホームを旅立っても 私たちは いつも あなたたちを 想っています。 

ちょっと疲れた時には いつでも 帰ってきてね。」 

 

 

「いってらっしゃい。」 
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鎌倉児童ホームは里親家庭を応援しています！ 

 

 鎌倉児童ホーム家庭養育支援センターについて 

「家庭養育支援センター」は神奈川県が委託をおこない、神奈川県所管５か所の児童養護施設内に設

置されています。児童相談所、里親センターひこばえとの連携、協力をし、神奈川県内（政令市・児童相談

所設置市を除く）のフォスタリング機関として「里親支援」を実施する機関です。 

 鎌倉児童ホームでは2018年度より家庭養育支援事業を神奈川県より受託しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

事業内容 

里親制度の普及啓発 

里親相談事業 

里親研修事業 

里子支援事業 

里親制度とは 

様々な事情により、家庭で生活できない子ど

もたちのために里親の家庭を提供し、あたた

かい愛情と理解(養育スキル)をもって親に代

わって子ども養育する(家庭を支援する)制度 

～子どものための制度です～ 

里親研修会の様子（里親研修事業） 

里子遠足（里子支援）では鎌倉のハイキン

グコースを歩き海岸で磯遊びをしました 

図書館や地域のイベントで里親制度に

ついての展示や制度説明を行ってい

ます（普及啓発） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パソコンを通じて見つけた夢！ 
前号でもご紹介させていただいたボランティアの西野克樹先生による『パソコンよろず相談室』ですが、 

今回は卒園を迎えたKAZU君に思い出などを語っていただきました。 

 

Q.教室で学び始めたきっかけは？ 

A.何を習うのかをわからないけど、楽しそうなので通いました。 

Q.どのようなことを勉強してきましたか。 

A.最初はWORDやEXCELの練習をしていましたが、 

教室に通ううちにパソコンに関する視野が広がっていきました。 

プログラム言語を学び、webサイトの構築やデータベースのことなども 

1から教えてもらいました。 

スクールに通ってお金を払わなければ習うことのできないことばかりです。 

Q.通い続けて感じたことは？ 

A.成長が目に見える形になるのが嬉しいです。 

思う通りにいかずにパソコンに対しての拒絶反応が出た時もありましたが、 

触り続けているうちに理解できるようになってきました。 

わからないことがあり、困ったこともありましたが、先生は数秒で解決をしてしまいました。 

将来は先生のようなITのエンジニアになって施設に還元していきたいです。 

 

他にも「学校の授業よりも進んでいたので、授業を聞いているのが楽しく、友達に教えてあげることができた」 

「いろいろな夢もあったけど、素敵な夢に巡り合えたと思う」などの話とともに、 

真面目なKAZU君らしく「自分がこけると後輩に悪影響を与えてしまうからプレッシャーです」とも話してくれました。 

4月からは専門学校に通いますが、今後も相談室にも通い続け、元気な顔を見せてくれるそうです。（豊本） 

 

「今日もいい日だった」と感じてほしい 
入職3年目を迎える『ほっしー』に 

これまでの日々を振り返ってもらいました （構成:豊本/及川） 

 児童養護施設への就職を目標とした際にいろいろな施設のホームページ等を 

参照いたしましたが、更新頻度が高い鎌ホに興味を持ちました。 

子どもたちとの生活が始まると予想外のものも含めて 

様々なできごとが続きますが、 

どれも子どもたちと向き合っていると実感させてくれるものばかりです。 

自分がしたことに対して「ありがとう」と言ってくれたり、 

笑顔で返してくれると 

「今日もいい日を一緒に過ごすことが出来たかな」 

「明日もまた、頑張ろう」と思わせてくれます。 

まだまだ、経験したことのない、業務もたくさんありますが、 

後輩職員の模範となるように頑張ります。  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本的なシフトは 

次の3つですが 

臨機応変に調整しています。 

・7:00～9:30/16:30～22:00 

・7:00～16:00 

・13:00～22:00 

 

 

 

 

1年目は 

担当を持たずに 

研修のような形で 

全児童と関わりますので、 

いろいろなことに 

気づかされます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

他の新任職員さんにも 

「鎌ホを選んだ理由」を聞くと 

こんな声があがりました。 

・「鎌倉だから!!」 

・「オープンな雰囲気」 

・「改善勧告を受けた後なので、 

自浄作用が働いているのではないかと 

感じられたから」 

・「鎌倉の自然環境の豊富さが、 

子どもたちの成長に良い影響を 

及ぼしているのではないかと 

思ったから」 

 

  



施設内での様々なつぶやき…… 

卒園生 4名に今までの思い出をつぶやいて頂きました！ 
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(compiled by Satoh and Horiuchi) 

一番の思い出は、『高校の卒業式』！ 

今までの学校生活で一番頼られたし、周りがすごく優しかった！ 

➦返信⇋リツイート ★お気に入りに登録…その他 

 

➦返信⇋リツイート ★お気に入りに登録…その他 

 

➦返信⇋リツイート ★お気に入りに登録…その他 

 

１番の思い出は、『卒園式』です。 

お世話になった方々への感謝の気持ちでいっぱいになりました。 

昔の担当職員の方にも会えて、嬉しかったです。 

卒園式を通して、鎌倉児童ホームの大切さを感じられました。 

鎌倉児童ホームで過ごした日々は忘れられないです。 

招待で『沖縄旅行』に行った事。 

初めての飛行機と初めての沖縄でルームキーを部屋に忘れて 

部屋の子が寝ていて部屋に入れない事件があったのが印象的で面白かったし、 

ご飯も美味しかったから 1番好きな思い出です。 

1番の思い出と言われると悩んでしまうほどたくさんあります。 

その中でも思い出に残ってるのは『送別マラソン』です。 

2年連続で中止で 1度も出れないのではないかと心配してたけど今年は開催！     

即エントリーしました。 

練習はあまりできなくて不安でしたが最後まで頑張って走り抜くことができました。 

結果はとても惜しくもう少し練習しとけばなんて後悔しました。 

卒園しても走ることは続けられたらなと思いました！ 

編集後記 

4人が卒園いたしますが、新たに4人が高校生となり、無事にスマートフォンの契約を済ませることができました。 

利用料金の支払いのためにはアルバイトをする必要がありますが、部活動に所属していることによってアルバイトが困難

な際には『部活動奨励費』が支給されますので安心です。今までは初めての場所に一人で出かけることが不安だった様子

ですが「迷ったらスマホで検索すれば大丈夫」とのことで、活動範囲も広がっていくものと思われます。 

子どもたちのさらなる成長を楽しみにしております。                          （豊本） 

鎌倉児童ホームコミュニケーション委員会 


